
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
資
料
群
の
一
つ
に
、
徳
川
幕
府
小
普

請
方
支
配
御
屋
根
方
棟
梁
を
務
め
た
鈴
木
家
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
。
幕
府

の
建
築
工
事
は
、
主
に
表
向
を
管
轄
し
た
作
事
方
と
、
奥
向
を
管
轄
し
た
小

普
請
方
の
二
役
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
作
事
方
、
特
に
そ
の
頂
点
に
い
た

大
棟
梁
・
甲
良
家
の
も
の
が
多
く
伝
来
し
広
く
知
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
小

普
請
方
か
つ
現
場
を
取
り
仕
切
っ
た
御
屋
根
方
棟
梁
鈴
木
家
の
資
料
群
は
、

幕
府
職
制
や
具
体
的
職
務
を
解
明
す
る
上
で
も
貴
重
と
い
え
よ
う
。

　

江
戸
城
本
丸
御
殿
の
構
造
は
大
き
く
、
男
性
が
政
治
を
行
う
表
向
と
、
当

主
の
居
住
空
間
で
あ
る
奥
向
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
奥
向
は
当
主
・
男
性
役
人

か
ら
な
る
表
方
（
中
奥
）
と
、
正
妻
で
あ
る
御
台
所
を
中
心
に
家
族
・
女
中

か
ら
な
る
奥
方
（
大
奥
）
と
い
う
男
女
の
性
差
に
対
応
し
た
二
つ
の
領
域
に

わ
か
れ
て
い
た
。

　

表
向
・
奥
向
表
方
と
奥
向
奥
方
は
別
棟
で
建
て
ら
れ
、
江
戸
時
代
初
期
に

は
石
垣
、中
期
以
降
は
土
手
と
銅
塀
で
仕
切
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

将
軍
ほ
か
ご
く
限
ら
れ
た
人
物
の
み
が
御
鈴
廊
下
を
通
り
、
双
方
を
往
き
来

で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
表
向
と
奥
向
表
方
と
の
間
に
も
二
カ
所
の
錠
口

が
あ
り
、
男
性
役
人
で
あ
っ
て
も
往
き
来
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
面
談
す
る

場
合
は
錠
口
の
敷
居
の
内
と
外
に
座
っ
て
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

　

大
奥
（
奥
向
奥
方
）
は
ま
た
、男
性
役
人
の
事
務
空
間
で
あ
る
広
敷
向
（
広

敷
門
よ
り
出
入
り
）、
将
軍
お
よ
び
御
台
所
の
居
住
空
間
で
あ
る
御
殿
向
、
奥

女
中
の
居
住
空
間
で
あ
る
長
局
向
で
構
成
さ
れ
る
。

　

写
真
の
絵
図
面
は
、
江
戸
城
本
丸
大
奥
の
長
局
の
平
面
図
で
あ
る
。
作
成

年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
資
料
と
の
比
定
に
よ
り
、
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
の
建
て
替
え
時
の
も
の
と
判
明
し
た
。

　

長
局
の
構
造
に
つ
い
て
絵
図
面
を
み
る
と
、
横
長
の
棟
が
四
列

並
ん
で
い
る
の
が
わ
か
る
。
上
か
ら
一
之
側
、
二
之
側
、
三
之
側
、

四
之
側
で
あ
る
。
中
央
を
貫
く
通
路
の
先
（
絵
図
面
上
部
）
は
大

奥
の
御
殿
向
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
・
二
之
側
の
左

側
に
通
路
を
挟
ん
で
や
や
独
立
し
て
存
在
す
る
四
つ
の
棟
は
、
上

か
ら
半
下
部
屋
、
一
之
横
側
、
二
之
横
側
、
三
之
横
側
で
あ
る
。

　

長
局
は
、
総
二
階
の
複
数
の
棟
を
連
結
し
て
建
て
ら
れ
、
奥
女

中
の
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
部
屋
の
規
模
も
異
な
る
。
一

之
側
の
間
口
を
み
る
と
、
六
間
（
約
一
一
ｍ
）、
五
間
、
四
間
半
、

三
間
、
二
間
半
の
部
屋
が
あ
り
、
二
之
側
以
降
は
そ
れ
に
比
し
て

狭
小
な
の
が
わ
か
る
。
同
時
期
の
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
を
事
例

に
奥
女
中
数
を
み
る
と
、
家
茂
付
が
一
三
二
名
、
御
台
所
和
宮
付

が
六
七
名
、
そ
の
ほ
か
天
璋
院
・
本
寿
院
・
実
成
院
付
が
合
計
一

八
六
名
お
り
、
総
計
で
三
八
五
名
に
も
の
ぼ
っ
た
。

　

長
局
は
奥
向
の
最
も
奥
に
位
置
し
、
わ
ず
か
に
狭
い
外
庭
が
あ

る
だ
け
で
、堀
の
中
に
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
被
災
す
る
リ
ス
ク
も
高
く
、

女
中
た
ち
は
常
に
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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